
























この陣 羽織 は,計8裂 の無地茶色 の切
天鵞絨か ら構成されており,身 頃の4裂には























































































織物,刺 繍の特徴か ら判断 して,16世紀後半
か ら17世紀初頭の製作であることは確実で,
これは豊臣秀吉(1537-98)の時代 と重なっ
ている。二度に及ぶ仕立て直 しを経ているこ
とは,これらの裁断裂が当時いかに高 く評価
されていたかを示 しているといえよう。秀吉
はこのような貴重な品を入手できる立場にお
り,また実際に宣教師などから何枚 ものマン
トの贈呈を受けた記録が残されている。現時
点では,秀吉が実際にこの作品を着用 したと
いう確証はないが,ね ねの甥の木下家 に代々
伝えられてきたことを考えると,この作品が
秀吉周辺の品であったことはおそらく間違い
ないと思われる。
ポル トガルが中国に発注 した染織品の事例
は大変貴重で,ヨ ーロッパには数点の衣料 と
裂片が残るのみである。この作品は中国明代
に生産されたマントの事例としてだけでなく,
陣羽織の初期の発達段階を示す事例としても,
染織史や服飾史上,・重要な位置にある。そし
て意匠や技法に,発注国のポル トガルや生産
国の中国に加え,ポ ル トガルがアジア交易の
拠点 としたインドの製品の影響が見られるこ
とも重要で,こ の作品には当時のポル トガル
によるアジア交易の実態が、如実に反映され
ている。
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